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す
る
た
め
に
書
か
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
に
次
々
と
発
表
さ
れ
た
、
詩
的

な
修
辞
と
宗
教
的
な
感
慨
に
満
た
さ
れ
た
蘇
峰
の
記
事
群
は
知
識
層
の
青

年
に
大
き
な
反
響
を
生
み
出
す
。

　

た
だ
し
蘇
峰
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
時
期
、
蘇
峰
に
よ
く
似
た
硬
派
言

論
人
と
し
て
繰
り
返
し
触
れ
ら
れ
た
の
が
志
賀
重
昂
だ
っ
た
。
蘇
峰
と
志

賀
の
業
績
が
あ
る
協
力
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
宮
崎
湖
処
子
『
国
民
之

友
及
日
本
人
』（
集
成
社
、
一
八
八
八
年
一
二
月
、
署
名
末
兼
八
百
吉
）

か
ら
分
か
る
。

　

湖
処
子
は
こ
こ
で
『
国
民
之
友
』（
一
八
八
七
年
創
刊
）
以
前
の
思
想

界
の
貧
し
さ
を
強
調
す
る
。「
維
新
の
後
（
略
）
世
人
の
目
か
政
治
、
法

律
、
理
化
学
等
、
実
学
と
呼
做
す
者
の
み
凝
固
ま
り
、
官
途
の
月
給
と
理

窟
議
論
に
の
み
忙
ハ
し
か
り
し
間
に
（
勢
の
自
然
な
り
し
も
）
文
学
美
術

1
　
は
じ
め
に

　

一
八
八
〇
年
代
の
文
学
史
は
政
治
小
説
の
流
行
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
。
こ
こ
で
政
論
家
や
政
治
家
が
小
説
創
作
を
通
じ
て
自
己
の
政
治
的

主
張
を
宣
伝
し
た
。
し
か
し
他
方
で
、
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
新
た
な

硬
派
言
論
人
が
現
れ
、
政
治
小
説
の
執
筆
と
は
異
な
る
形
で
同
時
代
の
文

学
に
関
与
し
て
い
く
。

　

そ
の
よ
う
な
硬
派
言
論
人
の
代
表
が
徳
富
蘇
峰
だ
っ
た
。
こ
の
発
言
の

特
色
は
、
政
治
熱
や
愛
国
心
に
満
た
さ
れ
た
政
治
小
説
流
の
功
利
主
義
に

い
っ
そ
う
染
ま
ら
な
い
形
で
文
学
を
擁
護
す
る
態
度
に
あ
っ
た
。
現
に
蘇

峰
の
初
の
文
学
評
論
「
近
来
流
行
の
政
治
小
説
を
評
す
」（『
国
民
之
友
』

一
八
八
七
年
七
月
、
無
署
名
）（1
）は
、
政
治
小
説
流
の
功
利
主
義
を
批
判

特
集
2
　
新
聞
メ
デ
ィ
ア
と
文
学
　
明
治
20
年
代
　N

ew
spapers and Literature in M

eiji 20s 

（1887-1896 Early M
odern Japan

）

風
景
論
の
移
譲
　
　
志
賀
重
昂
と
文
学
青
年

木
村
洋



言語社会　第 13号　　118

2
　
風
景
論
の
始
ま
り

　

国
木
田
独
歩
は
「
民
友
記
者
徳
富
猪
一
郎
氏
」（『
青
年
文
学
』
一
八
九

二
年
一
〇
月
、
署
名
鉄
斧
生
）
で
、
志
賀
の
特
色
が
「
地
理
数
奇
」
に
あ

る
と
述
べ
て
い
る
（
五
頁
）。
こ
の
「
地
理
数
奇
」
の
著
作
業
の
最
も
目

覚
し
い
成
果
と
し
て
現
れ
た
の
が
『
日
本
風
景
論
』（
政
教
社
、
一
八
九

四
年
一
〇
月
）
だ
っ
た
。
で
は
『
日
本
風
景
論
』
は
ど
の
よ
う
な
新
し
さ

と
魅
力
を
備
え
て
い
る
の
か
。

『
日
本
風
景
論
』
の
新
し
さ
は
ま
ず
題
名
に
表
れ
て
い
る
。「
風
景
」
に

「
論
」
と
い
う
言
葉
が
連
な
る
こ
の
佇
ま
い
が
す
で
に
新
奇
な
も
の
に
映

っ
た
ら
し
い
。
あ
る
記
事
は
、「
何
ぞ
其
名
の
優
美
に
し
て
風
韻
に
富
め

る
や
」
と
い
う
感
想
を
漏
ら
し
（『
秋
田
日
日
新
聞
』
一
八
九
四
年
一
一

月
一
四
日
）、
別
の
記
事
は
「
風
景
論
な
る
柔
さ
し
き
称
目
の
許
に
於
て
」

云
々
と
述
べ
た
（『
愛
媛
新
聞
』
一
八
九
四
年
一
一
月
一
五
日（

3
））。

　

こ
の
特
徴
的
な
題
名
は
、
た
だ
風
景
を
眺
め
、
紹
介
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
眺
め
方
、
観
察
の
作
法
そ
の
も
の
を
自
覚
的
に
再
吟
味
し

（「
論
」
じ
）
よ
う
と
す
る
態
度
と
無
縁
で
は
あ
り
え
な
い
。
よ
く
参
照
さ

れ
る
小
島
烏う

水す
い

「〔
岩
波
文
庫
初
版
〕
解
説
」（
志
賀
『
日
本
風
景
論
』
岩

波
文
庫
、
一
九
九
五
年
九
月
、
初
出
一
九
三
七
年
一
月
）
を
あ
ら
た
め
て

確
認
し
よ
う
。「『
風
景
論
』
が
出
て
か
ら
、
従
来
の
近
江
八
景
式
や
、
日

本
三
景
式
の
如
き
、
古
典
的
風
景
美
は
、
殆
ど
一
蹴
さ
れ
た
観
が
あ
る
。

の
思
想
ハ
未
た
遠
方
よ
り
来
ら
す
」。
む
ろ
ん
「
議
論
の
人
形
芝
居
」（
松

屋
主
人
「
小
説
を
書
か
ず
し
て
手
紙
を
書か
く

可べ

し
」『
読
売
新
聞
』
一
八
八

七
年
一
月
二
三
日
）
と
言
わ
れ
た
政
治
小
説
も
こ
の
「
理
窟
議
論
」
に
満

ち
た
動
向
の
一
部
分
と
言
え
る
。
そ
し
て
『
国
民
之
友
』
に
よ
っ
て
「
美9

わ
し
き
文
学
発
生
の
時
代
と
ハ
な
り
ぬ

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」
と
湖
処
子
は
説
き
、
こ
う
述
べ

る
。「
予
輩
ハ
又
国
民
之
友
が
文
学
興
復
の
主
唱
者
た
る
名
誉
を
帯
び
て
、

第
二
十
号
の
暁
に
達
し
た
る
時
に
、
早
く
も
日
本
人
な
る
雑
誌
か
、（
略
）

志
賀
重
昂
氏
の
筆
を
仮
来
り
て
、
国
民
之
友
と
文
学
上
の
競
争
を
試
ミ
ん

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

と
す
る
か
如
き
を
認
め
た
り

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」（
三
〜
六
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
志
賀
は
詩
的
な
感
慨
に
満
た
さ
れ
た
著
作
や
時
文
を
通
じ

て
、
蘇
峰
と
と
も
に
「
文
学
興
復
」
の
推
進
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
つ
ま

り
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
ら
こ
の
二
人
の
硬
派
言
論
人
は
、
青
年
層
に
お

け
る
文
学
熱
の
生
成
装
置
と
し
て
思
想
界
の
更
新
に
寄
与
し
続
け
た
。
本

論
は
こ
の
志
賀
の
働
き
を
考
え
る
。
特
に
志
賀
の
著
作
が
後
続
の
文
学
者

に
新
た
な
表
現
活
動
を
誘
発
し
て
い
く
展
開
に
目
を
向
け
る
。
従
来
の
研

究
で
こ
の
展
開
は
充
分
に
注
目
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
検
討
を
通
じ
て

文
学
史
に
お
け
る
志
賀
の
試
み
の
独
創
性
は
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
思
わ
れ

る（
2
）。
さ
ら
に
こ
の
作
業
は
、
一
八
九
〇
年
代
の
表
現
と
思
想
の
発
展
形

態
の
い
っ
そ
う
の
明
確
化
に
も
繫
が
る
は
ず
で
あ
る
。
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分
か
る
よ
う
に
『
日
本
風
景
論
』
で
行
わ
れ
る
の
は
、
単
に
風
景
の
紹
介

と
い
う
名
所
図
会
風
の
作
業
で
は
な
い
。『
日
本
風
景
論
』
は
新
旧
、
東

西
の
風
景
の
見
方
な
い
し
美
意
識
の
併
置
、
照
合
の
操
作
を
通
じ
て
、
風

景
の
眺
め
方
そ
の
も
の
へ
の
反
省
を
読
者
に
促
す
。
こ
の
よ
う
に
風
景
だ

け
で
は
な
く
、
風
景
の
見
方
つ
ま
り
美
意
識
ま
で
も
見
渡
し
て
い
く
と
い

う
、
名
所
図
会
の
よ
う
な
言
説
よ
り
も
一
段
階
上
位
の
目
（
解
析
）
の
作

動
に
こ
そ
、『
日
本
風
景
論
』
の
特
色
が
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
異
な
る
風
景
の
観
方
や
美
意
識
を
縦
横
に
見
渡
し
、
併
置
、

照
合
す
る
叙
述
の
運
動
が
新
た
な
詩
的
感
興
の
源
泉
に
も
な
る
。
例
え
ば

「（
二〔
三
〕）
日
本
に
は
水
蒸
気
の
多
量
な
る
事
」
の
章
の
冒
頭
近
く
に
こ
う
記

さ
れ
て
い
る
。

「
是
を
以
て
朝
（
ち
よ
う

暾と
ん
）僅
か
に
昇
る
や
、
光
線
は
こ
の
水
蒸
気
の
分
子
を
透
し

て
来
り
、
紅
（
こ
う

靄あ
い
）濃
淡
、
曙
色
4

4

特
に
一
層
の
趣
を
加
ふ
、
而
し
て
夕
陽
西
山

に
舂
（
う
す
づ
）か
ん
と
す
る
や
、
余
照
は
暮
雲
4

4

に
掩
（
え
ん

映え
い
）し
て
五
彩
色
を
な
し
、
残
煙
4

4

は
沈
ま
ん
と
し
て
尚
ほ
樹
梢
に
棲
む
、（
略
）
そ
の
陽
春
三
月
、
百
花
乱

発
す
る
の
候
に
到
れ
ば
、
這
般
の
水
蒸
気
は
霞4

と
な
り
、

　

小（
さ

夜よ
）

ふ
か
く
か
す
み
の
網
に
い
る
月
を　
　
　
　

正　

徹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く
や
み
な
と
の
蜑
（
あ
ま
）の
よ
ひ
こ
え

霞
の
網
や
、
蜑
人
喚
声
の
分
明
な
る
や
、
そ
の
水
蒸
気
の
多
量
な
る
こ
と

測
り
知
る
べ
き
の
み
」（
二
一
〜
二
二
頁
）。

　

こ
こ
で
同
じ
日
本
の
景
物
は
、「
か
す
み
」
云
々
と
い
う
一
六
世
紀
日

（
略
）
風
景
の
観
方
、
描
き
方
ま
で
が
教
え
ら
れ
、
日
本
人
自
ら
の
風
景

観
も
変
革
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」（
三
七
一
〜
三
七
二
頁
）。

『
日
本
風
景
論
』
で
は
特
定
の
日
本
の
風
景
が
教
え
ら
れ
た
だ
け
で
は
な

い
。「
風
景
の
観
方
、
描
き
方
」
ま
で
が
教
え
ら
れ
、「
日
本
人
自
ら
の
風

景
観
」
が
「
変
革
」
さ
れ
た
と
読
者
は
感
じ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
こ

で
既
存
の
美
意
識
に
代
わ
る
、
よ
り
魅
力
的
な
美
意
識
と
出
会
い
、
眺
め

方
そ
の
も
の
を
反
省
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
る
。

　

そ
の
方
針
は
ど
の
よ
う
な
叙
述
に
表
れ
て
い
る
の
か
。
例
え
ば
『
日
本

風
景
論
』
は
あ
る
と
こ
ろ
で
「
一
千
四
百
余
の
彩
色
を
所
有
し
て
宇
内
第

一
と
誇
揚
せ
る
独
逸
の
一
染
工
場
主
」
と
「
二
千
の
彩
色
を
所
有
せ
る
日

本
京
都
の
川
島
氏
」
を
並
べ
る
こ
と
で
、
日
本
と
欧
米
に
お
け
る
色
彩
感

覚
の
違
い
を
際
立
た
せ
て
み
せ
る
（
三
六
〜
三
七
頁
）。
さ
ら
に
『
日
本

風
景
論
』
は
こ
う
主
張
す
る
。

「
夭
桃
白（
は
く
り
）李、
嫩
（
ど
ん

緑り
よ
く
）軟
紅
、
佳
は
即
ち
佳
、
何
々
の
三
景
、
何
々
の
八

景
、
愛
す
べ
き
は
則
ち
愛
す
べ
し
、
而
か
も
是
れ
未
だ
諸
君
子
が
満
腔
の

心
血
を
濺
ぐ
に
足
ら
ざ
る
も
の
、
諸
君
子
が
満
腔
の
心
血
を
濺
ぐ
に
足
る

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

は5

、
彼
の

5

5

水
蒸
気

4

4

4

に
在
り

5

5

5

、
活
火
山

4

4

4

、
熄
火
山

4

4

4

、
火
山
岩

4

4

4

に
在
り

5

5

5

、
流
水
4

4

の
激
烈
な
る
浸

4

4

4

4

4

4

蝕4

に
あ
り

5

5

5

」（
一
八
六
頁
）。

　

こ
こ
で
日
本
三
景
、
近
江
八
景
と
い
う
過
去
の
認
識
枠
組
み
と
、
西
洋

の
学
問
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
水
蒸
気

4

4

4

」「
活
火
山

4

4

4

」
な
ど
に
立
脚
す
る
自

己
の
認
識
枠
組
み
が
並
べ
ら
れ
、
後
者
の
優
越
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
か
ら
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寡
ニ
依
リ
テ
変
化
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
っ
た
啓
蒙
的
な
解
説
に
終
始
す

る
（
一
八
八
九
年
五
月
刊
の
訂
正
再
版
、
三
八
頁
）。
そ
の
こ
と
が
、「
水

蒸
気
」
と
「
か
す
み
」
と
い
う
互
い
に
文
化
的
背
景
を
異
に
す
る
言
葉
と

対
照
さ
せ
つ
つ
、
風
景
の
眺
め
方
そ
の
も
の
へ
の
反
省
を
促
す
『
日
本
風

景
論
』
と
い
か
に
違
っ
て
い
る
か
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。『
日
本
風
景
論
』

の
読
者
が
「
風
景
の
観
方
、
描
き
方
ま
で
が
教
え
ら
れ
」
た
と
語
っ
た
の

は
そ
の
よ
う
な
『
日
本
風
景
論
』
の
配
慮
の
た
め
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
は
、
美
意
識
（
風
景
の
見

方
）
の
可
変
性
へ
の
自
覚
で
あ
る
。
つ
ま
り
ど
の
美
意
識
も
絶
対
的
で
固

定
的
で
は
な
く
、
時
代
や
場
所
が
違
え
ば
、
そ
の
美
意
識
も
違
っ
て
く
る

こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
美
意
識
の
可
変
性
へ
の
自
覚

は
、
当
然
な
が
ら
、
新
た
な
美
意
識
の
制
作
へ
の
欲
求
に
も
容
易
に
結
び

つ
く
。

　

現
に
志
賀
は
あ
る
と
こ
ろ
で
、「
所
謂
日
本
の
国
粋
ハ

9

9

9

9

9

9

9

9

、
美
術
的
の
観

9

9

9

9

9

念
に
存
在
す

9

9

9

9

9

」
と
述
べ
た
上
で
、「
這
般
の
観
念
は
藤
原
氏
執
権
の
当
代

に
軟
弱
と
な
り
、
戦
国
の
時
期
に
退
歩
し
、
徳
川
氏
の
治
世
三
百
年
の
間

に
変
則
的
の
発
達
を
作
為
し
た
」
と
い
う
変
遷
を
辿
り
、「
何
ん
ぞ
這
般

0

0

0

0

0

〔
美
術
的
の
観
念
〕
を
正
則
的
に
発
達
せ
し
む
る
の
希
望
な
し
と
せ
ん
や

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」

と
説
い
た
（「
大
和
民
族
の
潜
勢
力
」『
日
本
人
』
一
八
八
八
年
七
月
三
日
、

三
頁
）。
こ
の
言
明
が
示
す
よ
う
に
、
志
賀
に
お
い
て
美
意
識
（「
美
術
的

0

0

0

の
観
念

0

0

0

」）
は
人
為
的
な
操
作
（「
発
達
」）
の
対
象
と
し
て
理
解
さ
れ
て

本
の
和
歌
の
表
現
と
、「
水
蒸
気
の
分
子
」
と
い
う
西
洋
の
学
問
に
支
え

ら
れ
た
漢
文
脈
の
表
現
の
二
通
り
の
方
法
で
捉
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
読
者

は
双
方
の
表
現
の
詩
的
感
興
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
異
な
る
文
脈
に
属
す

る
表
現
の
隣
接
ゆ
え
に
、
双
方
が
互
い
の
個
性
を
競
合
し
合
う
光
景
か
ら

詩
的
感
興
を
感
じ
と
る
。
同
時
に
こ
の
部
分
は
、「
か
す
み
」
云
々
と
い

う
和
文
脈
の
表
現
が
、「
水
蒸
気
」
云
々
と
い
う
最
新
の
科
学
的
表
現
に

変
換
さ
れ
る
過
程
を
描
い
た
も
の
と
言
え
る
。
つ
ま
り
新
旧
の
眺
め
方
、

表
現
方
法
の
交
代
劇
の
現
場
に
立
ち
会
う
感
興
も
こ
こ
に
生
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
感
興
を
支
え
る
の
が
、
古
今
東
西
の
風
景
の
見
方
を
横
断
的
に

見
渡
し
、
併
置
、
照
合
す
る
叙
述
の
運
動
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
叙
述
態
度
に
『
日
本
風
景
論
』
の
際
立
っ
た
特
色
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
矢
津
昌
永
『
日
本
地
文
学
』（
丸
善
商
社
書
店
、
一
八
八
九
年

三
月
）
と
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。『
日
本
地
文
学
』
は
「
我

国
」
に
関
す
る
「
地
文
学
」
の
書
が
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で
現
れ
（
無

署
名
「
日
本
地
文
学
」『
日
本
』
一
八
八
九
年
四
月
四
日
）、「
従
来
絶
て

見
ざ
る
処
の
良
書
」
と
称
え
ら
れ
た
（
無
署
名
「
日
本
地
文
学
」『
読
売

新
聞
』
一
八
八
九
年
三
月
二
二
日
）。「
水
蒸
気
」「
流
水
ノ
作
用
」「
火

山
」
を
詳
述
す
る
点
で
も
『
日
本
風
景
論
』
の
内
容
と
似
て
い
る
。

　

し
か
し
『
日
本
地
文
学
』
は
、
風
景
の
眺
め
方
や
記
述
方
法
そ
の
も
の

を
再
帰
的
に
問
い
直
す
態
度
を
欠
い
て
い
る
。
例
え
ば
「
水
蒸
気
」
を
取

り
上
げ
る
際
に
も
、「
気
圧
ノ
強
弱
ハ
又
空
気
ニ
含
有
ス
ル
水
蒸
気
ノ
多

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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欲
は
、
特
に
松
を
称
賛
す
る
記
述
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

「
日
本
人
間
久
桜
花
を
以
て
其
の
性
情
を
代
表
せ
し
む
、
桜
花
美
亦
佳
、

其
の
早
く
散
る
所
是
れ
惜
ま
る
〻
所
な
る
も
、（
略
）
風
に
抗
す
能
は
ず

雨
に
耐
え
得
ず
、
狼
籍
し
て
春
泥
に
委
す
所
、
寧
ろ
日
本
人
の
性
情
と
せ

ん
や
。
松
柏
科
植
物
は
然
ら
ず
、（
略
）
其
根
を
托
す
る
の
土
壌
や
少
量

に
、
四
囲
の
境
遇
も
亦
た
逆
な
ら
ん
か
、
仮
令
其
幹
を
し
て
天
を
衝
か
し

む
る
能
は
ざ
る
も
、
豪
気
竟
に
屈
せ
ず
、
断
岸
絶
壁
石
面
稜
層
の
上
と
雖

も
猶
ほ
且
つ
根
を
硬
着
し
、
幹
や
枝
や
葉
や
四
時
克（
よ
）く
勁
草
に
抗
し
、
他

の
生
平
艶
を
競
ひ
媚
を
呈
せ
る
軟
弱
の
植
物
は
枯
死
し
尽
く
す
も
、
独
り

堅
執
し
て
生
存
し
、
而
し
て
会
（
た
ま

久た
ま
）斧
を
以
て
斬
伐
せ
ら
れ
ん
か
、
些
の
未

練
を
遺
す
な
く
し
て
昂
然
斃
る
久
所
、
他
の
花
木
の
企
つ
べ
き
に
あ
ら
ず
、

真
に
日
本
人
の
性
情
中
の
一
標
準
と
な
す
に
足
れ
り
」（
九
〜
一
〇
頁
）。

　

志
賀
は
桜
に
日
本
人
の
「
性
情
」
を
「
代
表
」
さ
せ
る
従
来
型
の
美
意

識
を
否
定
し
た
上
で
、
松
こ
そ
を
「
日
本
人
の
性
情
中
の
一
標
準
」
と
す

る
新
た
な
美
意
識
を
提
案
す
る
。
こ
こ
に
見
出
せ
る
の
は
、
既
存
の
美
意

識
は
必
要
に
応
じ
て
操
作
的
に
修
正
、
加
工
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

思
想
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

で
は
こ
こ
に
ど
の
よ
う
な
原
理
が
働
い
て
い
る
の
か
。
文
中
の
「
豪

気
」、「
勁
草
に
抗
し
」、「
独
り
堅
執
し
て
生
存
し
」、「
斧
を
以
て
斬
伐
せ

ら
れ
ん
か
、
些
の
未
練
を
遺
す
な
く
し
て
昂
然
斃
る
」
と
い
う
修
辞
の
連

鎖
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
松
が
戦
場
で
の
戦
士
（
男
性
）

い
る
。

　

志
賀
が
ど
れ
ほ
ど
美
意
識
と
い
う
論
点
に
拘
り
を
見
せ
て
い
た
か
は
、

「
如
何
ニ
シ
テ
日
本
国
ヲ
日
本
国
タ
ラ
シ
ム
可
キ
ヤ
」（『
国
民
之
友
』
一

八
八
七
年
一
〇
月
二
一
日
）
か
ら
分
か
る
。
こ
こ
で
志
賀
は
、「
今
日
ハ

勧
農
及
ビ
商
業
拡
張
ノ
議
論
ヲ
暫
ク
止
メ
、
他
ニ
日
本
ノ
国
基
ヲ
鞏
（
き
よ

固う
こ
）ス

ル
ノ
方
策
ヲ
論
」
じ
る
と
断
っ
た
上
で
、「
日
本
ノ
山
水
風
土
花
鳥
ノ
優

美
ナ
ル
ヲ
歎
賞
ス
ル
ノ
感
情
ヲ
層
一
層
涵
養
」
す
る
こ
と
の
意
義
を
説
く

（
一
六
頁
）。「
日
本
ノ
国
基
」
を
論
じ
る
文
脈
で
、
政
治
上
の
話
題
（「
勧

農
及
ビ
商
業
拡
張
」）
で
は
な
く
、
美
意
識
（「
優
美
ナ
ル
ヲ
歎
賞
ス
ル
ノ

感
情
」）
を
第
一
義
的
な
論
点
と
し
て
前
景
化
さ
せ
る
こ
の
特
異
な
ふ
る

ま
い
に
、「
文
学
興
復
」（
宮
崎
湖
処
子
）
の
推
進
者
と
し
て
の
志
賀
の
個

性
が
よ
く
表
れ
て
い
る（

4
）。

　

そ
の
意
識
の
延
長
上
に
生
ま
れ
た
の
が
『
日
本
風
景
論
』
だ
っ
た
。
つ

ま
り
『
日
本
風
景
論
』
は
、
ど
の
よ
う
に
日
本
人
の
美
意
識
を
制
作
し
直

す
か
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
抱
き
続
け
て
き
た
思
想
課
題
へ
の
志
賀
な
り
の

回
答
な
の
で
あ
る
。
次
に
志
賀
に
よ
る
新
た
な
美
意
識
の
提
案
を
見
て
い

こ
う
。

3
　
美
意
識
の
動
員

　

志
賀
重
昂
『
日
本
風
景
論
』
に
お
け
る
新
た
な
美
意
識
の
制
作
へ
の
意
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『
日
本
風
景
論
』
に
お
い
て
北
海
道
と
い
う
場
所
が
と
り
わ
け
厚
遇
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
、
男
ら
し
さ
称
揚
の
方
針
と
関
連
す
る
は
ず
で

あ
る
。
現
に
『
日
本
風
景
論
』
は
、
先
の
駒
ヶ
岳
な
ど
に
留
ま
ら
ず
、
例

え
ば
「
楡ニ

樹レ

々
枝
玉
を
懸
け
、
其
間
蝦
夷
松
、
棋オ
ン
コ楠
の
聳
立
」
す
る
北
海

道
の
景
色
を
、「
北
方
豪
健
の
象
」
と
い
う
男
性
的
な
形
容
に
よ
っ
て
称

え
る
（
三
七
〜
三
八
頁
）。
別
の
と
こ
ろ
で
も
日
本
の
文
人
や
画
家
た
ち

に
「
北
海
道

4

4

4

に
遊
は
ん
こ
と
を
要
す

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」
と
呼
び
か
け
な
が
ら
、「
仮
装
せ

ず
、
矯
飾
せ
ず
」
と
い
う
北
海
道
の
風
物
を
礼
賛
す
る
（
一
八
七
〜
一
八

八
頁
）。
こ
の
「
仮
装
せ
ず
、
矯
飾
せ
ず
」
と
い
う
形
容
が
、
先
の
松
の

男
性
的
な
姿
に
通
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

で
は
何
が
こ
の
よ
う
な
男
ら
し
さ
に
色
濃
く
染
ま
っ
た
美
意
識
の
制
作

を
志
賀
に
迫
る
の
か
。
こ
の
美
意
識
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
が
明
治
期
の

政
治
だ
っ
た
。
志
賀
は
北
海
道
へ
の
訪
問
を
呼
び
か
け
る
先
の
文
脈
で
こ

う
主
張
す
る
。

「
皇
天
の
此
の
洵
美
な
る
国
土
を
日
本
民
族
に
賜（
し

与よ
）

す
る
や
、
更
に
今
日

よ
り
大
な
る
も
の
あ
り
き
、
岡
本
韋
庵
を
し
て

余
嘗
行
天
下
。
察
其
各
士
之
風
。
如
平
安
。
水
清
山
秀
。
風
景
極
為
佳

麗
。
而
人
心
繊
嗇
。
無
大
国
之
風
。（
略
）
及
航
北
海
。
覧
雄オ
シ

城ヨ
ロ

大オ
タ
ル
ナ
イ

樽
間
等
山
川
。
則
爽
然
自
失
。
及
閲
島
内
諸
処
。
益
覚
其
勝
出
人
意

表
。〔
余
嘗
て
天
下
を
行め
ぐ

り
。
其
の
各
士
の
風
を
察
す
。
平
安
の
如
き

は
、
水
清
く
山
秀
で
、
風
景
極
め
て
佳
麗
と
為
す
。
而
れ
ど
も
人
心
繊せ
ん

の
姿
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
。
そ
し
て
松
の
男
ら
し
さ
は
、

「
美
亦
佳
」
と
い
う
女
性
的
な
形
容
が
与
え
ら
れ
る
桜
や
、「
艶
を
競
ひ
媚

を
呈
せ
る
」
と
い
う
女
ら
し
さ
を
強
く
帯
び
た
「
軟
弱
の
植
物
」
と
の
対

比
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
女
ら
し
さ
へ
の
嫌
悪
、
男
ら
し
さ

の
優
遇
、
戦
闘
的
精
神
の
称
揚
こ
そ
は
、『
日
本
風
景
論
』
を
強
力
に
規

定
す
る
構
成
原
理
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
こ
と
は
火
山
と
い
う
景
物
へ
の
執
着
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

『
日
本
風
景
論
』
が
火
山
の
美
の
称
賛
に
注
力
す
る
際
に
、「
雄
」「
壮
」

「
豪
」
と
い
う
男
性
的
な
形
容
が
し
つ
こ
く
現
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

例
え
ば
駒
ヶ
岳
と
恵え

山さ
ん

と
い
う
北
海
道
の
山
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
磊
落
雄

渾
」「
跌
宕
壮
絶
」
と
評
さ
れ
（
六
六
頁
）、
鹿
児
島
の
川か
わ

辺な
べ

七
島
の
景
物

を
記
す
く
だ
り
で
は
、「
景
物
豪
放
」
と
い
う
形
容
が
七
度
反
復
さ
れ
る

（
九
四
頁
）。

　

こ
う
し
た
男
ら
し
さ
称
揚
の
方
針
は
、
俯
瞰
の
快
楽
へ
の
拘
り
と
密
接

に
結
び
つ
い
て
い
る
。『
日
本
風
景
論
』
は
、「
山
頂
の
眺
望
真
に
雄
抜
」

（
六
五
頁
）、「
山
頂
の
眺
望
甚
だ
壮
宏
」（
七
一
頁
）
な
ど
の
よ
う
に
、
山

頂
か
ら
の
俯
瞰
の
快
楽
を
繰
り
返
し
強
調
す
る
。
つ
ま
り
俯
瞰
と
い
う
視

線
の
運
動
と
、
そ
れ
に
伴
う
山
岳
一
帯
の
広
大
な
風
景
へ
の
没
入
と
一
体

化
の
経
験
は
、「
雄
」「
壮
」
と
い
う
字
句
に
ふ
さ
わ
し
い
男
性
的
な
感
慨

を
発
動
さ
せ
る
機
会
に
な
る
。『
日
本
風
景
論
』
が
俯
瞰
と
い
う
視
線
の

あ
り
方
に
執
着
す
る
の
は
そ
の
た
め
な
の
で
あ
る
。
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師
や
文
人
た
ち
の
「
一
大
粲
（
さ
ん
）」
に
な
る
と
述
べ
、
そ
の
際
に
台
湾
の
玉
山

や
山
東
省
の
泰
山
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
台
湾
富
士
」「
山
東
富
士
」
な

ど
と
改
名
し
て
い
こ
う
と
提
案
し
、「
日
本
の
文
人
、
詞
客
、
画
師
」
た

ち
に
、
そ
れ
に
応
じ
た
「
大
作
傑
品
」
の
創
作
を
呼
び
か
け
る
（
一
八
八

〜
一
九
〇
頁
）。
こ
の
よ
う
に
『
日
本
風
景
論
』
に
お
い
て
政
治
的
な
関

心
と
美
的
な
関
心
は
一
体
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
在
来
の
美
意
識
の
解
体

を
推
し
進
め
な
が
ら
、
男
性
的
で
戦
闘
的
精
神
に
満
ち
た
美
意
識
の
構
築

に
努
め
る
『
日
本
風
景
論
』
の
叙
述
を
駆
動
す
る
の
が
、
日
本
を
「
大

国
」
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
力
な
政
治
的
要
請
な
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
「
大
国
」
化
と
い
う
政
治
的
要
請
が
男
ら
し
さ
の
発
揚
に
結
び

つ
く
こ
と
は
、
明
治
天
皇
像
の
加
工
過
程
か
ら
も
分
か
る
。
先
学
の
調
査

が
教
え
る
よ
う
に
、
か
つ
て
伝
統
的
な
服
（
着
物
）
を
ま
と
い
、
薄
化
粧

を
施
し
、「
公
卿
的
女
性
的
」（
佐
々
木
克
）
な
形
象
を
残
し
て
い
た
明
治

天
皇
は
し
だ
い
に
変
化
し
、
軍
服
を
着
て
、
ひ
げ
を
生
や
し
た
姿
で
人
々

の
前
に
現
れ
る（

6
）。
つ
ま
り
こ
の
過
程
で
、
一
八
八
二
年
の
軍
人
勅
諭
で

規
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
軍
人
の
最
上
位
に
立
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
際
立
っ

た
男
ら
し
さ
と
戦
闘
的
精
神
を
喚
起
す
る
属
性
が
明
治
天
皇
に
加
わ
る
。

韋
庵
の
言
う
「
大
国
之
風
」
が
明
治
天
皇
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

配
慮
が
そ
こ
に
働
い
て
い
た
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い（

7
）。
こ
の
明
治
天
皇

像
の
形
成
が
、『
日
本
風
景
論
』
に
お
け
る
先
の
美
意
識
の
形
成
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

嗇し
よ
くに
し
て
、
大
国
の
風
無
し
。（
略
）
北
海
に
航
し
、
雄お
し

城よ
ろ

、
大お
た
る
な
い

樽
間

等
の
山
川
を
覧
る
に
及
ん
で
、
則
ち
爽
然
と
し
て
自
失
す
。
島
内
の
諸

処
を
閲え
つ

す
る
に
及
び
。
益ま
す
ます
其
の
勝
し
よ
う

人
の
意
表
に
出
づ
る
を
覚
ゆ（

5
）。〕

と
紀
せ
し
め
た
る
夫
の
樺
太
島
を
失
ひ
た
る
即
ち
是
れ
」（
一
八
八
頁
）。

　

文
中
の
岡
本
韋
庵
（
一
八
三
九
〜
一
九
〇
四
年
）
は
樺
太
開
拓
に
努
め

た
探
検
家
、
官
吏
、
教
育
者
、
漢
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の

検
討
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
韋
庵
の
言
説
は
『
日
本
風
景
論
』
の
構
成
原

理
の
補
足
説
明
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
韋
庵
は
「
平
安
」
つ
ま

り
京
都
周
辺
の
風
物
を
、「
佳
麗
」
と
い
う
女
性
的
な
形
容
に
結
び
つ
け

な
が
ら
貶
め
、
そ
れ
に
対
置
さ
れ
る
べ
き
魅
力
的
な
空
間
と
し
て
北
海
道

を
位
置
づ
け
る
。
こ
の
言
明
が
、
長
ら
く
「
平
安
」
と
強
固
に
結
び
つ
い

て
き
た
日
本
の
美
意
識
の
体
制
へ
の
批
判
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
こ
と
は

論
を
俟
た
な
い
。
そ
し
て
こ
う
し
た
認
識
の
転
倒
を
生
み
出
す
の
が
、
日

本
が
「
大
国
之
風
」
を
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
明
治
期
の
政
治
的
要

請
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
韋
庵
の
認
識
が
、「
美
亦
佳
」
と
さ
れ
る
桜
を
貶
め
な
が
ら
、
北

海
道
の
男
性
的
な
風
物
の
礼
賛
に
努
め
る
『
日
本
風
景
論
』
の
姿
勢
と
補

完
し
合
う
関
係
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
し
て
志
賀
は
先
の
よ

う
に
韋
庵
の
言
説
を
引
き
な
が
ら
樺
太
島
と
い
う
領
土
の
喪
失
を
嘆
い
た

後
に
、
日
本
の
「
大
国
」
化
へ
の
願
望
を
饒
舌
に
語
り
始
め
る
。
す
な
わ

ち
台
湾
や
山
東
半
島
な
ど
の
領
土
が
今
後
日
本
に
加
わ
れ
ば
、
そ
れ
は
画
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ら
現
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、『
日
本
風
景
論
』
は
同
時
代
の
日
本
の
政

治
的
要
請
に
応
じ
る
形
で
、
戦
略
的
に
従
来
型
の
美
意
識
の
修
正
を
企
て

る
。
む
ろ
ん
志
賀
の
思
索
は
、「
政
治
、
法
律
、
理
化
学
等
、
実
学
と
呼

做
す
者
」（
宮
崎
湖
処
子
）
に
満
た
さ
れ
た
言
論
界
の
中
で
、
美
や
風
景

と
い
う
論
点
を
喧
伝
し
た
点
で
新
し
か
っ
た
。
し
か
し
美
や
風
景
は
あ
く

ま
で
日
本
の
「
大
国
」
化
と
い
う
政
治
的
要
請
に
奉
仕
す
る
べ
き
論
点
と

し
て
見
出
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
こ
で
示
さ
れ
る
帝
国
主
義
的
な
発
想
は
、

現
在
に
お
い
て
あ
ま
り
に
鈍
感
に
映
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
う
し
た
『
日

本
風
景
論
』
の
美
意
識
を
相
対
化
す
る
作
業
が
、『
日
本
風
景
論
』
自
体

に
よ
っ
て
促
さ
れ
て
も
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

　

先
述
の
よ
う
に
『
日
本
風
景
論
』
は
、
美
意
識
（
風
景
の
見
方
）
の
可

変
性
を
繰
り
返
し
確
認
す
る
。
さ
ら
に
美
意
識
は
必
要
に
応
じ
て
操
作
的

に
加
工
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
想
が
こ
こ
で
打
ち
出
さ
れ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
種
々
の
風
景
を
眺
め
る
興
趣
と
と
も
に
、
風
景
の
見
方
や

美
意
識
そ
の
も
の
を
人
為
的
に
加
工
す
る
興
趣
が
『
日
本
風
景
論
』
で
鼓

吹
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
志
賀
の
意
図
が
ど
う
で
あ
れ
、『
日
本
風
景

論
』
は
必
要
に
応
じ
て
『
日
本
風
景
論
』
自
体
の
美
意
識
の
加
工
を
も
唆

し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
作
業
に
率
先
し
て
取
り
組
ん

だ
の
が
後
続
の
文
学
青
年
た
ち
だ
っ
た
。
次
に
こ
の
展
開
を
辿
ろ
う
。

　

そ
し
て
日
清
戦
争
は
、
こ
の
再
構
築
さ
れ
た
明
治
天
皇
と
『
日
本
風
景

論
』
が
男
ら
し
さ
の
発
揚
の
た
め
に
協
働
す
る
機
会
に
な
っ
た
。
現
に
広

島
の
大
本
営
で
軍
務
に
当
た
っ
た
明
治
天
皇
は
、「
堂
々
と
し
て
威
武
を

世
界
に
耀
か
す
」
と
い
う
報
道
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
無
署
名
「
大だ
い

纛た
う

西

進
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
八
九
四
年
九
月
一
三
日
）、
際
立
っ
た
男
（
軍

人
）
ら
し
さ
を
湛
え
た
人
物
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
。
こ
の
状
況
は
例
え
ば

徳
富
蘇
峰
に
次
の
よ
う
な
高
揚
感
を
も
た
ら
し
た
。「
今
（
き
ん

上じ
よ
う
）天
皇
陛
下
の
、

旰
食
宵
衣
、
軍
務
に
励
精
し
給
ふ
は
、
四
千
余
万
国
民
の
、
其
の
心
を
躍

ら
せ
て
、
感
謝
す
る
所
に
あ
ら
ず
や
。（
略
）
／
（
略
）
四
千
余
万
の
国

4

4

4

4

4

4

民4

、
皆
な
一
剣
君
に
酬
ゆ
る
の
志
を
振
起
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
素
よ
り
宜
べ
な
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

や4

」（「
征
清
の
真
意
義
」『
国
民
新
聞
』
一
八
九
四
年
一
二
月
七
日
、
無

署
名
）（8
）。

　

こ
の
と
き
『
日
本
風
景
論
』
が
読
者
に
呼
び
起
こ
し
た
の
も
、
こ
れ
と

よ
く
似
た
、
男
ら
し
さ
や
戦
闘
的
精
神
に
満
た
さ
れ
た
感
慨
だ
っ
た
。

「
王
族
既
に
遼
東
を
略
し
将
に
北
京
に
入
ら
ん
と
す
豪
爽
跌
宕
の
民
族
に

あ
ら
ざ
れ
ば
能
は
ざ
る
所
此
時
此
会
彼
れ
此
書
を
撰
し
て
世
に
問
ふ
本
を

知
る
と
云
ふ
べ
し
」（
長
嘯
子
「
日
本
風
景
論
を
読
む
」『
山
陽
新
報
』
一

八
九
四
年
一
一
月
一
三
日
）（9
）。
日
本
の
軍
人
に
付
さ
れ
る
「
豪
爽
跌
宕
」

と
い
う
男
性
的
な
形
容
が
す
ぐ
れ
て
『
日
本
風
景
論
』
流
で
あ
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
こ
こ
か
ら
も
『
日
本
風
景
論
』
が
明
治
天
皇
像
の
再
構
築

や
日
清
戦
争
時
の
時
勢
な
ど
の
政
治
的
文
脈
と
親
密
な
関
係
を
結
び
な
が



125　　風景論の移譲

士
』
一
巻
、
福
永
書
店
、
一
九
二
五
年
五
月
、
四
四
八
頁
）。
蘆
花
『
自

然
と
人
生
』（
民
友
社
、
一
九
〇
〇
年
八
月
）
に
「
水
蒸
気
」
と
い
う
語

が
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
明
ら
か
に
『
日
本
風
景
論
』
の
影
響
だ

ろ
う
。
ま
た
宮
崎
湖
処
子
の
紀
行
文
「
日
光
」（『
国
民
新
聞
』
一
八
九
六

年
八
月
二
〜
二
九
日
）
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。「〔
日
本
〕
風
景
論
又

曰
ふ
世
界
の
平
和
は
火
山
湖
に
由
つ
て
代
表
せ
ら
る
と
、
信ま
こ
とな
る
哉
、
此

夕
湖
水
の
穏
お
だ
や
かな
る
こ
と
処
女
の
如
し
」（
一
六
日
）。
こ
こ
か
ら
『
日
本
風

景
論
』
が
一
人
の
文
学
者
の
観
察
作
法
に
変
更
を
加
え
た
様
子
を
は
っ
き

り
と
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
文
脈
で
国
木
田
独
歩
の
事
例
を
考
慮
し
た
い
。
独
歩
の
表
現
活
動

は
、『
日
本
風
景
論
』
以
後
に
活
性
化
す
る
美
や
風
景
の
再
吟
味
の
作
業

が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
っ
た
か
を
鮮
や
か
に
示
す
事
例
と
し
て
特
に

注
目
に
値
す
る
。

　

志
賀
へ
の
独
歩
の
関
心
を
う
か
が
わ
せ
る
形
跡
は
、
先
の
独
歩
「
民
友

記
者
徳
富
猪
一
郎
氏
」
に
留
ま
ら
な
い
。
独
歩
の
日
記
『
欺
か
ざ
る
の

記
』
を
は
じ
め
か
ら
辿
る
と
、
一
八
九
三
年
一
二
月
二
〇
日
の
記
事
に
突

然
「
水
蒸
気
」
と
い
う
用
語
が
多
用
さ
れ
る
記
述
が
現
れ
る
。「
凡
て
此

等
よ
り
も
美
な
る
は
元
越
山
の
水
蒸
気
な
り
。
木
立
山
の
水
蒸
気
な
り
。

或
時
は
全
山
焰
の
如
く
燃
へ
、
或
時
は
一
縲
の
火
花
谷
の
陰
よ
り
立
登
ぼ

り
、（
略
）
怪
物
の
如
く
天
宮
の
如
く
変
幻
万
状
真
に
美
観
な
り
／
雨
、

水
蒸
気
、
山
岳
、
光
線
、
白
雲
、
青
空
、
美
な
る
哉
こ
れ
等
の
配
合
融
混

4
　
文
学
青
年
た
ち
の
風
景
論

　

志
賀
重
昂
と
小
島
烏
水
や
日
本
山
岳
会
の
影
響
関
係
は
す
で
に
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
別
の
光
景
に
目
を
向
け
た
い
。
例
え
ば
石
橋
忍

月
「
霜
の
美
」（『
太
陽
』
一
八
九
五
年
一
月
）
は
「
水
蒸
気
」
と
い
う
言

葉
を
多
用
し
な
が
ら
霜
の
魅
力
を
力
説
し
、
坂
下
愛
柳
「
水
蒸
気
の
美
」

（『
少
年
世
界
』
一
八
九
五
年
一
月
一
〜
一
五
日
）
も
題
名
の
通
り
「
水
蒸

気
」
の
魅
力
を
検
討
す
る
。
他
に
も
自
然
の
再
吟
味
の
試
み
と
し
て
、
林

和
生
「
梅
の
花
」（『
少
年
世
界
』
一
八
九
五
年
二
月
一
五
日
）、「
さ
び
し

さ
の
美
」
の
分
析
を
含
む
布
川
無
識
庵
「『
さ
び
し
い
』
と
は
何
ぞ
や
」

（『
女
学
雑
誌
』
一
八
九
五
年
一
月
）
な
ど
が
あ
る
。

『
早
稲
田
文
学
』
の
無
署
名
の
記
事
「
風
景
美
」（
一
八
九
五
年
二
月
一

〇
日
）
は
こ
れ
ら
の
記
事
に
触
れ
た
際
に
、「
風
景
美
に
つ
い
て
の
論
こ

の
ご
ろ
其
処
此
処
に
見
え
初
め
ぬ
蓋
し
志
賀
矧
川
の
『
日
本
風
景
論
』
こ

れ
が
口
火
と
な
れ
る
も
の
ゝ
如
し
」
と
推
測
し
た
（
一
五
二
頁
）。
こ
の

よ
う
に
『
日
本
風
景
論
』
は
同
時
代
人
た
ち
に
美
や
風
景
と
い
う
論
点
を

鮮
烈
に
意
識
化
さ
せ
、
美
意
識
の
再
吟
味
を
促
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

『
日
本
風
景
論
』
の
反
響
を
別
の
角
度
か
ら
確
認
し
よ
う
。
こ
の
本
が
民

友
社
同
人
の
表
現
活
動
に
深
い
影
響
を
与
え
た
点
に
注
意
し
た
い
。
徳
富

蘆
花
は
『
日
本
風
景
論
』
を
読
み
、「
何
時
か
は
書
か
う
と
思
ふ
た
「
美

な
る
日
本
」
が
、
先
鞭
を
他ひ
と

に
着
け
ら
れ
た
」
と
感
じ
た
と
い
う
（『
富
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る
興
趣
を
も
語
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
特
に
そ
の
姿
勢
は
、
ツ
ル
ゲ
ー

ネ
フ
著
、
二
葉
亭
四
迷
訳
「
あ
い
び
き
」（『
国
民
之
友
』
一
八
八
八
年
七

月
六
日
〜
八
月
三
日
）
が
引
用
さ
れ
る
一
節
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ま
ず

こ
こ
で
日
本
人
の
美
意
識
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
る
。「
元
来
日
本
人
は
こ

れ
ま
で
楢
の
類た
ぐ
ひの
落
葉
林
の
美
を
余
り
知
ら
な
か
つ
た
様
で
あ
る
。
林
と

い
へ
ば
重
に
松
林
の
み
が
日
本
の
文
学
美
術
の
上
に
認
め
ら
れ
て
居
て
、

歌
に
も
楢
林
の
奥
で
時
雨
を
聞
く
と
い
ふ
様
な
こ
と
は
見
当
ら
な
い
」。

そ
の
上
で
独
歩
は
「
あ
い
び
き
」
の
一
節
を
例
示
し
、「
自
分
が
か
ゝ
る

落
葉
林
の
趣
き
を
解
す
る
に
至
つ
た
の
は
此
微
妙
な
叙
景
の
筆
の
力
が
多

い
」
と
述
べ
る
（
八
〜
一
〇
頁
）。
つ
ま
り
「
楢
の
類た
ぐ
ひの
落
葉
林
の
美
」

を
知
ら
な
い
伝
統
的
な
日
本
の
美
意
識
と
、
こ
の
植
物
の
美
に
注
意
す
る

外
国
の
美
意
識
の
双
方
が
並
べ
ら
れ
た
上
で
、
後
者
の
美
意
識
に
沿
っ
て

自
己
の
美
意
識
が
修
正
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
美
意
識
の
可

変
性
が
は
っ
き
り
と
こ
の
文
学
青
年
に
自
覚
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

同
様
の
自
覚
を
示
す
記
述
を
、
小こ

金が
ね

井い

で
の
散
歩
を
記
し
た
次
の
部
分

に
も
見
出
せ
る
。「
成
程
小
金
井
は
桜
の
名
所
、
そ
れ
で
夏
の
盛
に
其
堤

を
の
こ
〳
〵
歩
く
も
余
所
目
に
は
愚
か
に
見
へ
る
だ
ろ
う
、
し
か
し
其
れ

は
未
だ
今
の
武
蔵
野
の
夏
の
日
の
光
を
知
ら
ぬ
人
の
話
で
あ
る
」（
二
八

頁
）。
独
歩
は
こ
こ
で
小
金
井
と
い
う
地
名
と
桜
を
結
び
つ
け
る
慣
習
的

な
連
想
の
解
体
を
通
じ
て
、
既
存
の
美
意
識
の
無
根
拠
さ
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
る
。
さ
ら
に
「
武
蔵
野
」
の
第
七
、
八
章
で
は
、
武
蔵
野
の
定
義
を

の
妙
や
」（10
）。

　

明
ら
か
に
こ
れ
は
志
賀
『
日
本
風
景
論
』
の
原
形
に
な
っ
た
「
日
本
風

景
論
」（『
亜
細
亜
』
一
八
九
三
年
一
二
月
一
日
、
無
署
名
）
に
影
響
を
受

け
た
記
述
だ
ろ
う
。
な
お
こ
の
「
日
本
風
景
論
」
に
見
ら
れ
る
、「
光
線

は
此
の
水
蒸
気
の
分
子
を
透
し
て
来
り
、（
略
）
蓋
し
多
く
水
蒸
気
の
変

化
を
目
睹
せ
ざ
る
を
以
て
然
る
か
」
と
い
う
記
述
は
、
先
の
独
歩
の
記
述

に
お
け
る
「
光
線
」
云
々
や
「
変
幻
万
状
」
と
い
う
言
い
回
し
と
も
対
応

し
て
い
る
。「
日
本
風
景
論
」
を
載
せ
た
『
亜
細
亜
』
に
独
歩
が
親
し
ん

で
い
た
こ
と
は
、『
欺
か
ざ
る
の
記
』
の
一
八
九
三
年
の
記
事
か
ら
分
か

る（
11
）。
当
然
な
が
ら
独
歩
は
『
日
本
風
景
論
』
も
手
に
と
っ
て
い
た（

12
）。

　

そ
し
て
独
歩
「
武
蔵
野
」（『
国
民
之
友
』
一
八
九
八
年
一
〜
二
月
、
原

題
「
今
の
武
蔵
野
」）
と
「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」（『
国
民
之
友
』
一
八
九
八

年
四
月
）
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
『
日
本
風
景
論
』
に
影
響
を
受
け
て
い

た
と
見
ら
れ
る
。
ま
ず
両
作
品
に
は
「
水
蒸
気
」
と
い
う
言
葉
が
相
変
わ

ら
ず
用
い
ら
れ
る
（
四
〇
頁
、
二
四
九
頁
）（13
）。
さ
ら
に
「
忘
れ
え
ぬ

人
々
」
に
は
「
円
錘
形
に
聳
え
て
高
く
群ぐ
ん

峰ぽ
う

を
抜
く
九
（
く
じ
ゆ
う重
嶺れ
い
）」
と
い
う
表

現
が
見
ら
れ
る
（
二
五
〇
頁
）。「
円
錘
（
形
）」
と
い
う
特
徴
的
な
形
容

は
、『
日
本
風
景
論
』
で
山
岳
の
形
容
句
と
し
て
頻
出
す
る
言
葉
で
も
あ

り（
14
）、
独
歩
が
『
日
本
風
景
論
』
に
倣
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

語
彙
選
択
の
点
に
留
ま
ら
な
い
。「
武
蔵
野
」
が
武
蔵
野
と
い
う
風
景

を
眺
め
る
興
趣
だ
け
で
は
な
く
、
風
景
の
見
方
つ
ま
り
美
意
識
を
加
工
す
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活
の
発
見
を
無
名
の
個
人
的
な
作
業
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
こ
そ
、
こ
の

期
の
『
日
本
風
景
論
』
に
代
表
さ
れ
る
景
観
学
と
文
学
へ
の
反
措
定
な
の

で
あ
る
」（
一
八
〇
頁
）。
本
論
は
こ
の
見
解
に
同
意
し
つ
つ
、
さ
ら
に
両

者
の
違
い
と
そ
の
背
景
を
掘
り
下
げ
た
い
。

　

先
述
の
よ
う
に
『
日
本
風
景
論
』
は
自
然
の
景
物
の
中
に
戦
闘
す
る
男

の
姿
を
透
か
し
見
た
り
、
樺
太
島
、
台
湾
、
山
東
半
島
を
め
ぐ
る
領
土
問

題
を
持
ち
出
し
な
が
ら
風
景
を
吟
味
す
る
。
し
か
し
独
歩
の
「
武
蔵
野
」

「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
で
は
そ
う
し
た
ふ
る
ま
い
は
見
当
ら
な
い
。
そ
の
こ

と
は
、『
日
本
風
景
論
』
が
忌
み
嫌
う
女
ら
し
さ
こ
そ
が
独
歩
の
作
品
で

手
厚
く
遇
さ
れ
る
こ
と
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
で
繰

り
返
し
悲
哀
や
涙
が
描
か
れ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
例
え
ば
主
人
公
の

大
津
は
深
夜
に
独
り
で
灯
に
向
か
っ
て
い
る
際
に
、「
堪
え
難
い
ほ
ど
の

哀
情
を
催
ふ
し
」、「
我
知
ら
ず
涙
が
頰
を
つ
た
う
」
ほ
ど
に
感
傷
的
で
あ

る
（
二
五
九
頁
）。

　

特
に
こ
の
傾
向
を
端
的
に
表
す
の
は
、「
嗚
咽
す
る
琵
琶
の
音ね

が
巷
の

軒
か
ら
軒
へ
と
漂
ふ
て
勇
ま
し
げ
な
売う
り

声ご
ゑ

や
、
か
し
ま
し
い
鉄
（
か
な
し
き
）
砧
の
音
に

雑ま

ざ
つ
て
（
略
）
流
れ
る
」
光
景
の
魅
力
を
語
る
「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
の

記
述
だ
ろ
う
（
二
五
六
〜
二
五
七
頁
）。「
勇
ま
し
げ
な
売う
り

声ご
ゑ

」
と
い
う
男

ら
し
い
音
が
、「
嗚
咽
す
る
琵
琶
の
音
」
と
い
う
男
ら
し
か
ら
ぬ
音
に
よ

っ
て
後
景
化
さ
れ
る
瞬
間
に
興
趣
を
見
出
す
こ
の
一
節
は
、『
日
本
風
景

論
』
の
構
成
原
理
と
の
違
い
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

め
ぐ
る
友
人
と
の
応
答
を
通
じ
て
特
定
の
風
景
観
が
新
た
な
見
解
に
よ
っ

て
修
正
、
更
新
さ
れ
る
様
子
、
つ
ま
り
美
意
識
の
書
き
換
え
の
作
業
風
景

そ
の
も
の
が
実
況
中
継
的
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
美
意
識
の

あ
り
方
を
比
較
、
照
合
し
つ
つ
、
人
為
的
に
美
意
識
を
加
工
す
る
面
白
味

を
前
景
化
す
る
ふ
る
ま
い
が
、『
日
本
風
景
論
』
に
重
な
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
ろ
う
。
な
お
先
述
の
よ
う
に
『
日
本
風
景
論
』
が
「
武
蔵
野
」
と
同

じ
く
、
桜
と
い
う
景
物
の
美
を
自
明
と
し
て
き
た
美
意
識
の
体
制
に
異
を

唱
え
た
こ
と
も
こ
こ
で
想
起
し
て
お
こ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
『
日
本
風
景
論
』
は
美
や
風
景
と
い
う
論
点
の
前
景
化

を
通
じ
て
、
国
木
田
独
歩
な
ど
の
文
学
青
年
た
ち
を
美
意
識
の
再
吟
味
に

向
か
わ
せ
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
た
だ
こ
こ
で
見
え
て
く
る
の
は
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
独
歩
た
ち
の
作
品
が
あ
る
局
面
で
『
日
本
風
景
論
』
流

の
風
景
論
に
背
こ
う
と
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

5
　
非
政
治
的
な
世
代
の
台
頭

　

国
木
田
独
歩
「
武
蔵
野
」
で
は
日
記
の
公
開
や
過
去
の
読
書
体
験
の
回

想
を
通
じ
て
武
蔵
野
の
風
景
が
吟
味
さ
れ
る
。
林
原
純
生
「「
武
蔵
野
」

の
位
相
」（
田
中
実
ほ
か
編
『〈
新
し
い
作
品
論
〉
へ
、〈
新
し
い
教
材
論
〉

へ
』
1
、
右
文
書
院
、
一
九
九
九
年
二
月
）
は
そ
の
こ
と
に
触
れ
な
が
ら

『
日
本
風
景
論
』
と
の
違
い
を
説
く
。「
無
視
さ
れ
忘
れ
ら
れ
た
自
然
と
生
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感
慨
が
不
発
に
終
わ
る
場
所
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
表
現
傾
向
に
徳
富
蘆
花
の
自
然
描
写
と
の
共
通
点
が
あ
る
。

独
歩
と
蘆
花
は
と
も
に
政
治
へ
の
美
意
識
の
動
員
を
拒
み
な
が
ら
風
景
の

再
吟
味
に
努
め
た
。
例
え
ば
蘆
花
『
自
然
と
人
生
』
に
は
こ
う
書
か
れ
て

い
る
。「
実
に
億
万
万
年
の
昔
よ
り
億
万
万
年
の
後
に
到
る
ま
で
、
無
限

の
ス
ペ
ー
ス
を
流
れ
流
れ
て
限
り
な
く
流
れ
行
く
時タ
イ
ムの
流な
が
れを
想
ふ
の
で
あ

る
。
あ
ゝ
、
白し
ら

帆ほ

が
見
へ
て
来
た
、
…
…
前
を
過
ぎ
行
く
…
…
過
ぎ
行
く

…
…
最も

早う

見
へ
な
い
。
羅ら

馬う
ま

の
所
謂
大
帝
国
も
斯
く
過
ぎ
て
し
ま
つ
た
で

は
な
い
か
。（
略
）
亜あ
れ
き
さ
ん
だ
る

歴
山
、
那な
ぽ
れ
お
ん

波
列
翁
も
、
斯
の
通
で
あ
つ
た
」（
七
二

頁
）。「
亜あ
れ
き
さ
ん
だ
る

歴
山
、
那な
ぽ
れ
お
ん

波
列
翁
」
な
ど
の
政
治
的
事
象
は
、「
億
万
万
年
」

と
い
う
極
大
の
時
間
の
顕
在
化
を
通
じ
て
矮
小
化
さ
れ
る
。
こ
の
非
政
治

的
な
感
慨
が
先
の
「
武
蔵
野
」「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
の
表
現
と
共
闘
関
係

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
志
賀
の
影
響
下
に
あ
っ
た
独
歩
や
蘆
花
た
ち
は
、
一
方
で

『
日
本
風
景
論
』
流
の
美
意
識
に
率
先
し
て
背
こ
う
と
す
る
。
こ
の
展
開

を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
一
種
の
世
代
闘
争
が
そ
こ
に
介

在
し
て
い
る
と
い
う
の
が
本
論
の
考
え
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
明
治
期

の
思
想
の
展
開
は
政
治
熱
の
衰
退
史
と
言
う
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

そ
し
て
志
賀
や
蘇
峰
（
と
も
に
一
八
六
三
年
生
ま
れ
）
の
世
代
に
比
し
て

独
歩
（
一
八
七
一
年
生
ま
れ
）
や
蘆
花
（
一
八
六
八
年
生
ま
れ
）
の
世
代

の
頭
脳
が
い
っ
そ
う
非
政
治
的
な
情
念
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ

　

同
時
代
に
お
い
て
悲
哀
は
、
女
ら
し
さ
や
脱
政
治
性
と
強
く
結
び
つ
く

も
の
だ
っ
た
。
例
え
ば
末
広
鉄
腸
『
政
治
小
説
雪
中
梅
』（
博
文
堂
、
一
八
八
六

年
八
〜
一
一
月
）
で
国く
に

野の

基も
と
いが
「
悲
哀
の
情
」
を
催
し
、
涙
す
る
場
面
は
、

「
慷
慨
ノ
壮
士
ニ
シ
テ
婦
女
ノ
情
ヲ
起
ス
」
と
説
明
さ
れ
、
政
治
活
動
か

ら
の
脱
線
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
（
一
一
二
〜
一
一
六
頁
）。
そ
し
て

独
歩
の
作
品
は
、
こ
こ
で
攻
撃
さ
れ
る
「
婦
女
ノ
情
」
に
満
た
さ
れ
た
、

非
政
治
的
な
情
念
へ
の
共
感
を
選
び
と
る（

15
）。

　

そ
う
し
た
独
歩
の
表
現
の
非
政
治
的
な
傾
向
は
、「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」

で
「
大
連
湾
頭
の
青
年
漁
夫
」（
二
五
八
頁
）
と
い
う
外
国
人
ま
で
も
親

愛
感
の
対
象
に
な
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。「
人
間
存
在
の
不
思

議
の
念
」「
人
生
の
問
題
」「
無
窮
の
天
」（「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
二
五
一
頁
、

二
五
九
頁
）
な
ど
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
、
哲
学
的
、
宗
教
的
な
思
索
へ
の

耽
溺
ぶ
り
も
、
同
じ
傾
向
の
表
れ
と
言
え
る
。

　

こ
の
文
脈
で
「
武
蔵
野
」
と
い
う
平
面

0

0

空
間
が
特
に
念
入
り
に
描
く
べ

き
風
景
と
し
て
、
独
歩
に
よ
っ
て
選
び
と
ら
れ
た
こ
と
は
示
唆
に
富
む
。

独
歩
が
そ
の
こ
と
に
意
識
的
だ
っ
た
こ
と
は
次
の
記
述
か
ら
分
か
る
。

「〔
武
蔵
野
で
は
〕
見
下
ろ
す
様
な
眺
望
は
決
し
て
出
来
な
い
。
そ
れ
は
初

め
か
ら
あ
き
ら
め
た
が
い
ゝ
」（「
武
蔵
野
」
二
三
頁
）。
先
述
の
よ
う
に

『
日
本
風
景
論
』
は
山
岳
か
ら
の
俯
瞰
の
快
楽
と
、
そ
れ
に
伴
う
「
壮
」

「
雄
」
と
い
う
字
句
で
表
さ
れ
る
男
性
的
な
感
慨
を
強
調
し
た
。「
武
蔵

野
」
が
魅
力
を
見
出
す
の
は
、
こ
の
俯
瞰
の
試
み
が
頓
挫
し
、
男
性
的
な
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政
治
熱
の
低
下
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

「
以
前
は
自
分
と
世
間
と
が
常
に
相あ
ひ

対た
い

し
て
居
た
の
が
、
今
度
は
自
分
と

此
人
生
、
自
分
と
此
自じ

然ね
ん

と
が
相
対
し
て
来
て
、
自
分
の
心
は
全
た
く
其

方
に
取
ら
れ
て
了
ひ
ま
し
た
」（
六
九
頁
）。
独
歩
に
お
い
て
「
自
然
」
は

「
人
生
」
と
同
じ
く
、
政
治
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
思
索
領
域
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
、
あ
く
ま
で
「
自
然
」
を
日
本
の
「
大

国
」
化
や
樺
太
島
、
台
湾
、
山
東
半
島
な
ど
の
政
治
的
文
脈
の
中
で
捉
え

る
志
賀
と
の
違
い
を
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
独
歩
た
ち
は
、
当
初
濃
厚

な
政
治
意
識
を
留
め
て
い
た
風
景
論
と
い
う
営
み
を
、
よ
り
非
政
治
的
な

自
分
た
ち
の
世
代
の
気
分
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
再
加
工
し
、
所
有
し
直

し
た
。
こ
こ
に
蘇
峰
や
志
賀
た
ち
か
ら
遅
れ
て
来
た
後
続
世
代
の
自
己
主

張
を
見
出
せ
る
。

　

た
だ
し
志
賀
の
試
み
は
、
た
と
え
独
歩
た
ち
の
世
代
に
比
し
て
濃
密
な

政
治
意
識
を
留
め
て
い
る
に
せ
よ
、
美
や
風
景
と
い
う
思
索
領
域
を
広
く

思
想
界
に
喧
伝
し
た
点
で
決
し
て
独
歩
や
蘆
花
の
試
み
と
違
っ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
独
歩
た
ち
の
試
み
は
、
先
述
の
よ
う
に
あ
く
ま
で

『
日
本
風
景
論
』
と
い
う
独
創
的
な
先
例
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
促
さ
れ
た
。

そ
の
意
味
で
『
日
本
風
景
論
』
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
連
な
る
後
続
世

代
の
新
た
な
風
景
論
も
志
賀
の
業
績
の
一
部
分
だ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、『
日
本
風
景
論
』
の
出
現
を
き
っ
か
け
に

し
て
風
景
論
つ
ま
り
美
意
識
の
再
吟
味
の
営
み
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
わ

の
展
開
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

独
歩
「
我
は
如
何
に
し
て
小
説
家
と
な
り
し
か
」（『
新
古
文
林
』
一
九

〇
七
年
一
月
一
日
）
は
そ
の
消
息
を
よ
く
教
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
独
歩
は
か
つ
て
政
治
家
を
志
望
し
て
い
た
。
し
か
し
し
だ
い
に
「
基

督
教
に
て
示
さ
れ
し
宇
宙
観
、
人
生
観
な
ど
が
寝
て
も
覚
め
て
も
自
分
を

或
は
悩
ま
し
或
は
慰
め
」
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
傾
向
は
独
歩
た
ち
の
世

代
の
共
通
体
験
だ
っ
た
。「
斯
う
い
ふ
境
遇
に
陥
つ
た
青
年
は
当
時
、
自

分
ば
か
り
で
な
く
、
外
に
幾い
く
ら人
も
あ
り
」、
そ
の
青
年
た
ち
は
「
宗
教
家
」

「
語
学
か
倫
理
の
教
師
」「
文
章
を
書
く
の
が
本
職
に
な
つ
た
も
の
」
に
落

ち
着
い
た
と
独
歩
は
言
う
（
六
九
頁
）。
む
ろ
ん
蘆
花
や
北
村
透
谷
や
高

山
樗
牛
な
ど
も
そ
の
一
群
の
中
に
い
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
独
歩
た
ち
は
蘇
峰
な
ど
の
少
し
上
の
世
代
に
対
し
て
、
自
分

た
ち
の
非
政
治
的
な
精
神
傾
向
を
擁
護
す
る
と
い
う
課
題
を
抱
え
込
ま
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
に
独
歩
は
「
牛
肉
と
馬じ
や
が
い
も

鈴
薯
」（『
小
天
地
』
一
九

〇
一
年
一
一
月
）
で
、「
吾
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
う
問
題
を
軽
ん
じ
る
蘇

峰
に
反
駁
し
つ
つ（

16
）、
自
己
の
思
索
的
傾
向
を
声
高
に
正
当
化
し
た
（
二

八
頁
）。
む
ろ
ん
一
八
九
三
年
の
人
生
相
渉
論
争
に
お
い
て
北
村
透
谷
た

ち
が
蘇
峰
と
対
立
し
た
の
も
、
こ
の
問
題
圏
の
出
来
事
だ
っ
た
。

　

独
歩
の
作
品
が
著
し
く
女
性
的
で
非
政
治
的
な
情
感
や
「
人
生
の
問

題
」
へ
の
思
索
的
態
度
を
備
え
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
な
の
で
あ
る
。
こ

の
文
脈
で
独
歩
が
「
我
は
如
何
に
し
て
小
説
家
と
な
り
し
か
」
で
自
身
の
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た
。
さ
ら
に
蘇
峰
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
人
物
論
と
い
う
営
み
は
、
北
村

透
谷
な
ど
、
よ
り
非
政
治
的
な
知
識
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
、
い
っ
そ
う

発
展
を
遂
げ
る（

17
）。
こ
の
よ
う
に
明
治
期
の
表
現
と
思
想
の
歴
史
は
、
硬

派
の
知
識
人
か
ら
よ
り
非
政
治
的
で
年
少
の
知
識
人
へ
の
新
思
想
の
移
譲

の
儀
式
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
本
論
が
見
て
き
た
風
景
論
の
動
向

も
こ
の
新
思
想
の
開
拓
事
業
の
一
環
な
の
で
あ
る
。

　

別
の
角
度
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
文
脈
で
行
わ
れ
た
の
は
、
独
歩
が
言
う

「
精
神
的
開
国
」
と
い
う
社
会
改
良
へ
の
新
た
な
提
案
だ
っ
た
と
理
解
で

き
る
。
あ
ら
た
め
て
独
歩
「
民
友
記
者
徳
富
猪
一
郎
氏
」
を
想
起
し
よ
う
。

そ
こ
で
「
政
法
の
整
理
」
に
追
わ
れ
た
伊
藤
博
文
た
ち
の
「
政
治
的
」
な

「
開
国
」
や
、「
蒸
気
済
人
電
気
電
信
」
に
注
力
さ
れ
た
福
沢
諭
吉
た
ち
の

「
社
会
的
開
国
」
に
続
き
、
新
島
襄
や
徳
富
蘇
峰
に
よ
る
「
精
神
的
開
国
」

の
時
期
が
来
た
と
主
張
さ
れ
る
（
三
頁
）。
言
い
換
え
れ
ば
、
明
治
期
に

続
け
ら
れ
る
の
は
、
当
初
政
治
的
、
社
会
的
な
領
域
で
始
ま
る
改
良
と
い

う
営
み
を
、
そ
の
外
側
、
つ
ま
り
内
面
や
価
値
観
と
い
っ
た
個
人
的
、
精

神
的
な
領
域
に
拡
大
し
て
い
く
た
め
の
努
力
だ
っ
た
。
そ
し
て
志
賀
『
日

本
風
景
論
』
は
美
意
識
の
改
良
と
い
う
新
た
な
観
点
を
加
え
る
こ
と
で
、

「
精
神
的
開
国
」
と
い
う
企
て
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
べ
く
現
れ
た
と
言
え

る
。
独
歩
が
蘇
峰
の
「
精
神
的
開
国
」
の
実
践
の
数
々
に
共
感
す
る
と
同

時
に
、
志
賀
の
試
み
に
も
魅
了
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
自
然

な
成
り
行
き
だ
っ
た
。

ず
か
数
年
の
あ
い
だ
に
独
歩
「
武
蔵
野
」
な
ど
の
注
目
す
る
べ
き
成
果
が

次
々
と
生
み
出
さ
れ
、
美
意
識
の
可
変
性
に
つ
い
て
慌
た
だ
し
く
理
解
が

深
め
ら
れ
て
い
っ
た
一
八
九
〇
年
代
の
動
向
を
確
認
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

6
　
新
思
想
の
移
譲

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
志
賀
重
昂
『
日
本
風
景
論
』
は
風
景
を

眺
め
る
興
趣
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
眺
め
方
や
美
意
識
を
加
工
す
る
興
趣

を
自
覚
的
に
追
求
し
た
点
で
画
期
的
だ
っ
た
。
そ
し
て
国
木
田
独
歩
や
徳

富
蘆
花
は
志
賀
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
風
景
論
、
つ
ま
り
美
意
識
の
再
吟
味

の
企
て
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
同
時
に
よ
り
非
政
治
的
な
自
分
た
ち
の
世
代

の
気
分
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
そ
の
企
て
を
加
工
し
直
し
た
。

　

こ
の
展
開
は
、
経
世
家
流
の
知
識
人
が
新
思
想
（「
風
景
論
」）
を
、
よ

り
年
少
の
、
そ
し
て
よ
り
非
政
治
的
な
知
識
人
に
移
譲
す
る
と
い
う
経
過

を
辿
る
。
視
野
を
広
げ
る
と
、
同
型
の
新
思
想
の
移
譲
の
儀
式
が
他
に
も

あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

創
作
界
の
事
例
が
分
か
り
や
す
い
。
周
知
の
よ
う
に
矢
野
龍
渓
や
東
海

散
士
な
ど
の
政
治
家
は
、
西
洋
流
の
小
説
の
執
筆
者
な
い
し
紹
介
者
と
し

て
後
続
の
小
説
家
た
ち
に
刺
激
を
与
え
た
。
ま
た
石
橋
忍
月
や
内
田
魯
庵

よ
り
以
前
に
、
い
ち
は
や
く
西
洋
流
の
精
緻
な
文
学
評
論
の
範
を
示
し
た

の
が
、
一
八
九
〇
年
か
ら
衆
議
院
議
員
と
し
て
活
躍
す
る
高
田
早
苗
だ
っ
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（
1
）
蘇
峰
『
文
学
断
片
』（
民
友
社
、
一
八
九
四
年
三
月
）

収
録
。

（
2
）
志
賀
と
後
続
の
書
き
手
と
の
関
連
の
検
討
は
、
黒
岩

健
『
登
山
の
黎
明
』（
日
本
山
書
の
会
、
一
九
七
六

年
五
月
）、
荒
山
正
彦
「
明
治
期
に
お
け
る
風
景
の

受
容
」（『
人
文
地
理
』
一
九
八
九
年
一
二
月
）
な
ど

の
よ
う
に
、
主
に
小
島
烏
水
や
日
本
山
岳
会
に
着
目

し
つ
つ
行
わ
れ
て
き
た
。
他
方
、
本
論
は
別
の
文
脈

を
視
野
に
入
れ
て
志
賀
の
地
理
学
関
連
の
著
作
の
意

義
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
。

（
3
）「
初
版
批
評
日
本
風
景
論
」（『
日
本
風
景
論
』
再
版
、

一
八
九
四
年
一
二
月
）
一
四
頁
、
一
五
頁
。

（
4
）
志
賀
と
政
教
社
が
「
美
術
」
を
重
要
な
思
想
的
課
題

と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
は
中
野
目
徹
『
明
治
の
青

年
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

四
年
六
月
）
一
二
六
〜
一
二
九
頁
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

（
5
）
読
み
下
し
文
は
岩
波
文
庫
版
『
日
本
風
景
論
』（
前

掲
）
三
一
九
頁
に
よ
る
。

（
6
）
佐
々
木
克
「
天
皇
像
の
形
成
過
程
」（
飛
鳥
井
雅
道

編
『
国
民
文
化
の
形
成
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年

六
月
）
一
九
〇
頁
、
多
木
浩
二
『
天
皇
の
肖
像
』

（
岩
波
新
書
、
一
九
八
八
年
七
月
）
第
五
章
。

（
7
）
佐
々
木
「
天
皇
像
の
形
成
過
程
」
で
、
軍
人
と
し
て

の
天
皇
像
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
帝
王
に
倣
っ
た
も

の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
二
三
六
頁
）。

（
8
）
蘇
峰
『
大
日
本
膨
脹
論
』（
民
友
社
、
一
八
九
四
年

一
二
月
）
収
録
。

（
9
）「
初
版
批
評　

日
本
風
景
論
」
前
掲
、
一
二
頁
。

（
10
）『
国
木
田
独
歩
全
集
』
六
巻
（
学
習
研
究
社
、
一
九

六
四
年
九
月
）
三
六
二
〜
三
六
三
頁
。

（
11
）
二
月
二
〇
日
、
九
月
一
日
（『
国
木
田
独
歩
全
集
』

六
巻
、
三
四
頁
、
二
五
七
頁
）。

（
12
）
独
歩
「
千
代
田
艦
の
偵
察
」（『
国
民
新
聞
』
一
八
九

五
年
一
月
二
四
日
）。
こ
の
点
は
後
述
の
林
原
純
生

「「
武
蔵
野
」
の
位
相
」
一
七
五
頁
で
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

（
13
）「
武
蔵
野
」「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
の
引
用
は
独
歩
『
武

蔵
野
』（
民
友
社
、
一
九
〇
一
年
三
月
）
に
よ
る
。

（
14
）「
円
椎
形
」（
三
二
頁
）、「
円
錐
形

9

9

9

」（
五
七
頁
）。

「（
三
）
日
本
に
は
火
山
岩
の
多
々
な
る
事
」
の
章
に

「
円
錐
体
」「
円
錐
状
」
と
い
う
形
容
が
頻
出
す
る
。

（
15
）
涙
が
政
治
と
結
び
つ
く
事
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

東
海
散
士
『
佳
人
之
奇
遇
』
初
編
巻
二
（
博
文
堂
、

一
八
八
五
年
一
〇
月
）
の
会
津
戦
争
に
関
す
る
記
述

で
現
れ
る
「
涙
」（
一
七
丁
オ
）
は
そ
の
一
例
で
あ

る
。
こ
こ
で
涙
は
友
と
敵
を
対
置
す
る
政
治
的
構
図

の
起
動
に
貢
献
す
る
。
他
方
、
先
の
独
歩
の
作
品
の

涙
は
明
ら
か
に
『
佳
人
之
奇
遇
』
流
の
涙
と
は
異
質

で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
政
治
的
構
図
の
後
退
に

寄
与
す
る
。

（
16
）『
日
本
近
代
文
学
大
系
10
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
〇

年
六
月
）
の
山
田
博
光
の
注
釈
（
四
五
三
頁
）。

（
17
）
拙
論
「
徳
富
蘇
峰
の
人
物
論
」（
未
発
表
、『
日
本
文

学
』
へ
の
掲
載
が
決
定
し
て
い
る
）。

付
記　

本
論
は
上
智
大
学
国
文
学
会
二
〇
一
八
年
度
夏
季

大
会
（
七
月
七
日
）
で
の
発
表
に
基
づ
く
。
ご
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

本
論
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課
題
番
号17K

 
13390

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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